
日
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
師
の
見
解

問
題
の
所
在

鎌
倉
期
に
東
大
寺
戒
壇
院
を
中
心
に
活
躍
し
た
学
僧
、
一
不
観
国
師
凝
然
(
一

二
四
0
1
一
三
二
一
)
辻
、
華
厳
学
嬬
要
書
と
い
わ
れ
る
『
華
最
法
界
義
鏡
』

二
巻
(
以
下
『
法
界
義
鏡
』
と
略
記
)
を
辻
じ
め
と
し
て
、
実
に
百
二
十
五
部
千

二
百
余
巻
も
の
著
述
を
行
い
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
精
綴
な
注
釈
を
展
開
し
て

①
 

い
る
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
に
み
ら
れ
る
凝
然
の
学
風
は
、
し

ば
し
ば
指
議
さ
れ
る
よ
う
に

一
見
し
て
極
め
て
公
平
・
公
正
な
印
象
を
与
え

そ
の
故
か
「
伎
の
華
厳
学
辻
、
法
蔵
と
澄

観
の
学
説
を
指
南
と
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
教
学

②
 

を
整
鑓
し
体
系
化
し
て
い
る
に
過
ぎ
」
ず
、
「
彼
独
岳
の
学
風
と
い
う
も
の
は

克
え
な

W
L
と
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
教
学
の
独
自
性
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
疑

義
が
示
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
一
方
、
こ
う
し
た
体
系
的
な
教
学
姿
勢
に
よ
っ
て
、

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

「
凝
然
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
華
厳
学
は
、
そ
の
後
の
昌
本
華
厳
宗
の
正
系
と

@
 

し
て
後
代
に
影
響
を
与
え
」
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
鎌
倉
期
以
降
の
華
厳
学
は
凝

然
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。

日
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
問
の
見
解

野

呂

靖

は
た
し
て
凝
然
の
教
学
は
法
蔵
(
六
盟
三
1
七
二
乙
・
澄
観

(
七
三
八
i
八
三
九
)
の
学
説
を
忠
実
に
依
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、

日
本
に
お
け
る
華
厳
学
は
、
凝
然
以
降
、
師
説
を
継
承
す
る
の
み
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
年
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
藤
丸
要
氏
辻
凝
然
教
学
を
再

検
討
し
た
結
果
、
長
ず
し
も
凝
然
は
澄
観
説
を
顕
守
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ

と
的
、
ま
た
金
天
鶴
氏
は
、
三
乗
廼
心
説
に
対
す
る
司
本
華
厳
諸
師
の
見
解
を

ま
た
、

概
観
さ
れ
、
凝
然
や
そ
の
門
下
に
お
い
て
も
統
一
し
た
見
解
が
存
在
し
て
い
な

岳

い
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
極
め
て
重
要
な
指
摘
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
念
頭
に
、
華
議
学
に
お
汁
る
成
仏
説
の
一
つ

で
あ
る
「
三
生
成
仏
説
」
に
関
す
る
論
義
を
取
り
上
げ
、
諸
師
の
見
解
を
考
察

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
生
成
仏
説
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
①
晃
関
位
@
解
行
位
舎
証
入
位
の
三

生
を
経
て
成
仏
に
至
る
と
す
る
華
厳
学
独
自
の
成
仏
説
で
あ
る
が
、
日
本
華
最

に
お
い
て
辻
三
生
の
各
生
涯
は
「
一
隔
生
」
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
点
か
ら
事

さ
ら
に
は
三
生
成
仏
説
は
円
教
の
実

実
上
の
寸
二
生
成
仏
説
」
が
立
て
ら
れ
、

義
と
い
え
る
の
か
と
い
う
点
に
ま
で
疑
難
が
及
ん
だ
こ
と
で
、
「
三
生
成
仏
、

五



⑦
 

義
門
広
博
、
開
レ
門
尽
ν
旨
不
v
可
ニ
率
周
一
」
と
述
べ
ら
れ
て
盛
ん
な
論
義
が
展

関
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
凝
狭
山
に
お
け
る
華
厳
学
の
集
大
成
と
も
い
え
る
『
華
議

五
教
章
通
路
記
』
(
以
下
『
通
路
記
』
と
略
記
)
に
紹
介
さ
れ
た
三
生
成
仏
に
関

す
る
「
異
説
」
を
子
が
か
つ
に
、
凝
然
の
理
解
を
検
討
し
、
合
わ
せ
て
凝
然
門

下
の
諸
師
の
見
解
と
も
比
較
す
る
こ
と
で
、

日
本
華
厳
に
お
け
る
成
仏
説
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

中
国
華
厳
学
派
に
お
け
る
〈
三
生
成
仏
〉
解
釈

中
国
華
最
学
派
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
成
果

が
あ
勾
。
こ
こ
で
は
日
本
華
厳
の
論
義
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
典
拠
を
中
心

4

」、
Jμ
を

い
ま
一
度
確
認
し
た
い
。

中
国
に
お
け
る
華
厳
学
を
事
実
上
基
礎
付
け
た
智
儀
の
成
仏
説
は
、
既
に
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
世
展
開
さ
れ
る
種
々
の
成
仏
説
の
漉
源
と
成
っ
て
い
る

点
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
三
生
成
仏
説
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。

『
孔
目
章
』
巻
四
で
は
、
『
華
厳
経
』
巻
五
八
「
入
法
界
口
問
L

に、

善
財
、
汝
応
ν
発
ニ
大
歓
喜
J

不
ν
久
当
ν
得
ニ
大
果
報
一
故
0

・
無
量
菩
薩
、
於
ニ

無
数
劫
一
諺
ニ
菩
藍
行
」
汝
今
一
生
皆
悉
具
得
。

(
守
大
正
新
修
大
蔵
経
』
九
・
七
七
三
頁
上
)

と
為
る
文
に
寄
せ
て
、
次
の
よ
う
な
「
疾
得
成
仏
」
の
五
種
の
用
例
を
説
示
し

五

て
い
る
。依

ニ
華
議
経
一
疾
得
成
仏
、
有
ニ
其
五
種
ベ
一
、
依
ニ
勝
身
二
生
時
得
。
従
ニ

見
開
位
一
後
、
一
生
至
ニ
離
垢
定
J

後
身
即
成
仏
。
二
、
依
ニ
見
開
一
蓬
ν
生

疾
担
。
三
、
依
二
時
一
疾
得
成
仏
。
回
、
依
二
念
一
疾
得
成
仏
。
五
、
依
ニ

無
念
一
疾
得
成
仏
。
初
義
有
ν
西
。
一
、
依
二
世
界
性
等
J

十
世
界
身
輪
王

之
子
、
現
身
成
仏
。
如
二
並
田
荘
議
童
子
生
文
二
者
、
依
ニ
天
子
勝
身
一
従
ニ

三
悪
道
一
山
山
、
生
ニ
兜
率
天
、
現
身
成
仏
。
三
者
、
依
ニ
関
浮
提
勝
功
徳
身
J

如
ニ
善
財
等
一
現
身
究
ニ
立
見
普
賢
之
行
J

後
生
即
克
v
仏
。
四
者
、
依
ニ
法
華

経
竜
女
之
身
J

高
方
成
仏
。
義
当
官
ニ
惑
之
身
一
疾
得
成
仏
。
二
、
法
ニ
見

一
、
開
時
益
。
二
、

間
一
逗
v
生
疾
起
者
、
如
ニ
初
地
中
説
J

有
ニ
三
時
益
ベ

修
行
時
益
。
三
、
転
生
時
益
。
故
地
論
云
、
是
諸
如
来
、
加
二
護
於
諸
菩

薩
」
此
入
能
聞
ニ
持
如
ν
是
微
妙
法
」
此
是
問
時
益
、
諸
地
浄
無
垢
、
漸
次

市
満
足
、
証
二
仏
十
種
力
J

成
ニ
無
上
菩
提
ベ
此
是
修
行
時
益
。
雄
ν
在ニ

於
大
海
及
劫
尽
火
中
J

決
定
信
二
無
疑
」
必
得
ν
開
ニ
此
経
ベ
北
日
疋
転
生
時

益
。
三
、
依
二
時
一
疾
得
成
仏
者
、
如
下
善
財
童
子
於
ニ
知
識
処
二
時
之

間
獲
中
普
賢
法
日
園
、
依
二
念
一
疾
得
成
仏
者
、
如
下
契
ニ
普
賢
法
二
念
開

成
仏
日
比
依
ニ
俗
語
一
念
也
。
五
、
無
念
疾
得
成
仏
者
、

一
切
法
不
ν
滅
。
若
能
如
v
是
解
、
是
人
見
ニ
真
仏
一
故
。

一
一
切
法
不
ν
生。

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
五
、
五
八
五
頁
下
)

こ
こ
で
は

一
生
成
仏
よ
り
無
念
成
仏
に
わ
た
る
多
様
な
成
仏
説
が
提
示
さ



れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
①
勝
身
に
よ
っ
て
一
生
に
成
仏
す
る
立
場
、
@
『
華

厳
経
』
を
見
聞
し
た
後
、

生
涯
を
経
て
成
仏
す
る
立
場
の
二
種
に
お
い
て
、
見

開
し
、
修
仔
し
、
転
生
し
成
仏
す
る
と
い
う
時
節
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
一
生
即
得
L

と
い
っ
た
「
疾
得
成
仏
L

と
は
い

え
、
事
実
上
の
「
一
生
成
仏
L

が
想
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
誌
な
く
、
①
「
一
生

却
得
L

の
成
仏
説
の
事
例
に
一
不
さ
れ
る
普
荘
厳
童
子
・
兜
率
天
子
・
善
財
童

子
・
龍
女
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
善
財
童
子
が
現
身
に
普
賢
行
を
具
足
し
、

後
生
に
見
仏
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
す
く
な
く
と
も
「
二
生
L

の
転
生
が
想
定

舎

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
法
蔑
の

『
探
玄
記
』
に
は
、
兜
率
天
子
・
善
封
童
子
な
ど
の
生
涯
を

明
確
に
三
生
に
配
当
す
る
見
解
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

依
二
月
教
宗
一
有
ニ
其
三
位
ベ

一
見
開
位
。
期
是
善
訪
次
前
生
身
。
晃
ニ
関
加
ν

此
普
賢
法
一
故
、
成
二
役
解
説
分
善
諒
一
故
、
如
ニ
歎
語
中
弁
一
者
是
。
二
是

解
行
位
。
頓
修
ニ
如
v
比
五
位
行
法
」
如
下
善
財
此
生
所
ν
成
至
申
普
賢
位
上
者

是
。
三
証
入
柱
。
却
因
位
窮
終
潜
ニ
同
果
海
J

善
財
来
生
是
也
。

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
五
、
四
五
酉
頁
上
)

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

円
教
に
お
け
る
成
仏
の
階
梯
と
は
、
①

見
開
し
、
②
次
生
に
お
い
て
五
設
の
行
法
を
実
践
す
る
境
柱
に
進
み
、
③
第
三

生
自
に
お
い
て
果
海
に
同
じ
る
、

と
す
る
三
震
の
転
生
に
基
づ
く
と
い
う
の
で

あ
る
。
『
五
教
章
』
「
行
住
差
別
」
で
辻
、
こ
の
三
生
の
区
別
は
「
約
報
」
の
観

日
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
師
の
見
解

⑬
 

点
か
ら
整
備
し
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
龍
生
の
果
報
に
よ
り
次
生
に
転
生
し

て
い
く
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
智
鍛
で
は
「
一
生
L

と
も
三
一

生
」
と
も
考
え
ら
れ
た
普
荘
厳
童
子
・
善
財
童
子
な
ど
の
成
仏
へ
の
階
梯
が
、

。

法
蔵
に
お
い
て
は
「
三
生
」
と
定
義
付
け
ら
れ
完
成
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
伝
法
蔵
撰
『
華
最
経
問
答
』
巻
下
に
辻
、

又
孔
目
云
、
「
華
厳
経
中
成
仏
有
ν
五
中
、
宝
荘
厳
童
子
等
二
入
現
身
成
仏

等
」
。
云
何
知
ニ
其
相
J

答
。
宝
荘
最
童
子
郎
現
身
中
、
笹
ν
仏
関
ν
法
得
ν
信
ニ
解
自
分
勝
進
位
諸
三

味
門
等
J

即
知
v
成
二
信
満
仏
等
ベ
又
兜
率
天
子
等
既
現
身
中
部
得
ニ
離
垢

三
味
少
分
、
速
諸
功
徳
等
J

故
知
ニ
現
身
成
仏
J

善
財
童
子
既
現
身
至
ニ
普

賢
菩
薩
知
識
J

而
誌
鞍
知
識
言
、
当
来
我
成
仏
持
、
汝
見
v
我
故
、
知
ニ
後

生
中
成
仏
ベ
此
等
且
約
二
文
相
J

拠
一
一
見
開
等
三
位
一
為
二
三
生
ベ
故
作
ニ
如
v

是
説
一
耳
。
約
ν
実
共
昔
同
。
但
以
二
身
中
成
仏
」

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
五
、
六
一
二
頁
上
)

と
あ
り
、
『
孔
自
章
』
に
お
け
る
善
黙
童
子
等
の
或
仏
は
あ
く
ま
で
「
現
身
成

仏
」
で
あ
り
、
「
一
身
中
」
に
成
仏
す
る
と
し
て
お
り
、
「
一
生
」
或
い
は
「
二

生
」
に
よ
る
成
仏
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
法
議
の
三
生
成
仏
説
を
誕
承
し
た
澄
観
に
お
い
て
も

賢
首
云
。
忘
是
善
趣
信
行
中
入
。
依
ニ
丹
教
宗
一
有
ニ
其
三
位
」
(
中
略
)
此

五



之
一
一
解
甚
頼
ニ
経
宗
」
促
更
有
二
理
J

謂
霊
v
位
需
諺
得
ν
見
ニ
普
賢
二
持

顎
具
。

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
五
、
九
二

O
頁
下
・
九
一
二
頁
上
)

と
し
て
、
解
行
生
上
に
「
一
時
に
顎
に
具
す
」
と
す
る
解
釈
を
一
不
す
こ
と
で
事

9
 

実
上
の
「
二
生
成
仏
」
と
も
い
え
る
解
釈
を
付
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
華
議
に
お
い
て
は
智
録
・
法
蔵
の
三
生
成
仏
説
、
澄
観

の
二
生
成
仏
、
或
い
は
『
華
厳
経
問
答
』
所
説
の
一
生
成
仏
説
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

必
ず
し
も
一
定
の
見
解
が
一
不
さ
れ
て

い
る
訳
で
辻
な
い
。
こ
こ
に
、

三
生
成
仏
説
を
受
容
し
た
日
本
華
議
諸
訴
に
お

い
て
「
円
教
の
実
義
」
と
は
何
か
と
い
う
極
め
て
菌
難
な
論
義
が
震
関
さ
れ
る

淵
源
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
五
教
章
通
蕗
記
』

に
み
え
る
三
生
成
仏
に
関
す
る
異
説

(
1
)
凝
然
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
理
解
の
基
本
的
立
場

『
通
路
記
』
巻
四
十
に
は
、
『
五
教
章
』
「
所
詮
差
別
L

に
説
か
れ
る
三
生
成

仏
説
に
関
し
て
、
長
文
に
わ
た
る
註
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
華
厳
宗
に
お
け
る
三
生
成
仏
解
釈
に
は
「
学
者
に
よ
っ
て
異
解
が

⑬
 

あ
る
」
と
し
、
凝
然
当
時
に
異
説
が
存
在
し
た
こ
と
を
紹
分
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。そ
も
そ
も
凝
然
に
お
い
て
三
生
成
仏
説
辻
、
具
体
的
に
実
践
可
能
な
「
移
行

成
仏
L

の
立
場
と
し
て
極
め
て
重
課
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

『
法
界
義
鏡
』
「
修
証
次
第
」
で
は
、
華
厳
一
乗
の
機
根
で
あ
る
「
円
教
の
根

五
回

機
L

が
修
す
る
行
位
は
、
「
行
布
門
」
と
「
円
融
門
L

の
二
謹
に
分
け
る
こ
と

9
 

が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
コ
打
布
門
」
の
断
惑
は
さ
ら
に
、
①
始
教
や

終
教
と
い
っ
た
三
乗
教
の
分
斉
に
同
じ
る
立
場
と
、
②
三
乗
教
と
は
異
な
っ
た

「
邑
教
」
す
な
わ
ち
円
教
独
自
の
見
開
生
・
解
行
生
・
証
入
生
の
三
生
を
経
る
と

8
 

い
う
「
修
行
成
仏
L

の
立
場
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
月
一
議
内
」
は
「
一
断
一
一
切

一
成
一
切
成
」
と
い
う
「
無
碍
自
在
」
な
る
立
場
で
あ
り
、
十
信
位
の
満

断心
に
正
覚
を
得
る
こ
と
、
或
い
は
四
十
一
位
の
行
住
が
相
関
す
る
こ
と
は
、
こ

@
 

の
月
一
様
門
に
依
る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
凝
然
に
お
い
て
は
、

「
月
一
融
門
」
で
は
「
一
或
一
一
切
成
」
と
い
っ
た
「
時
節
」
に
寄
ら
な
い
成
仏
説

が
配
さ
れ
、
「
行
布
門
」
す
な
わ
ち
具
体
的
、
段
階
的
な
「
修
行
成
仏
」
で
は
、

生

の
生
涯
を
経
る
必
要
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
法
蔵
で
は
十
信
位
で
の
成
仏
を
説
く
語
、
議
成
仏

で
あ
っ
て
も
三
度
の
生
、
重
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
よ
う
に
、
三
生
成

仏
説
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
信
満
成
仏
が
、
凝
然
に
お
い
て
は
円
融

門
の
立
場
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
凝
然
に
お
い
て
は
、
三

生
成
仏
の
み
が
行
布
門
に
配
さ
れ
る
段
階
的
な
「
修
行
成
仏
」
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
た
と
い
え
、
告
ら
「
功
業
不
ν
虚
、
必
入
ニ
果
海
一
面
白
」
と
述
べ
た
読

然
が
、
現
実
的
に
修
習
可
能
な
成
仏
説
を
選
択
し
た
結
果
と
考
、
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

(
2
)
『
五
教
章
』

の
文
相
と
『
通
路
記
』

の
異
説

そ
こ
で
以
下
に
凝
然
の
紹
介
す
る
『
通
蕗
記
』

の
異
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。



ま
ず
問
題
の
淵
源
と
な
っ
た
『
五
教
章
』
の
本
文
を
挙
げ
、
次
に
凝
然
の
紹
介

す
る
こ
説
を
比
較
す
る
。

『
五
教
章
』

「
所
詮
差
別
」

二
約
ν
報
明
ν
位
、
但
春
二
三
生
」
一
成
ニ
見
聞
往
ベ
謂
見
ニ
関
此
無
尽
法
門
J

成
ニ
金
離
種
一
等
。
知
ニ
性
起
品
説
」
二
成
ニ
解
行
程
ベ
誇
都
率
天
子
等
、
従
ニ

一
生
却
至
ニ
離
垢
三
味
前
一
得
ニ
十
地
無
生
法
忍
及
十
眼
十

悪
道
一
出
己
、

耳
等
境
界
J

広
如
ニ
小
相
口
問
説
」
又
、
如
下
善
財
始
徒
二
十
信
一
乃
至
十
地
、

一
生
一
身
上
、
皆
悉
具
中
足
如
ν
是
普
賢
諸
行
位
上
者
、
亦
是

此
義
也
。
三
証
果
海
位
。
語
加
下
捻
動
、
告
ニ
善
財
二
マ
一
三
我
当
来
世
成
二

正
覚
一
時
、
汝
当
ν
見
ν
我
。
如
ν
是
等
。
当
ν
知
。
比
約
二
田
果
前
後
J

分ニ

二
位
一
故
。
是
故
前
住
但
是
因
円
、
果
在
ニ
後
位
」
故
説
ニ
当
見
我
ベ

於
ニ
善
友
所
J

(
『
大
正
新
修
大
藤
経
』
匝
五
、
西
八
九
頁
下
)

こ
こ
で
法
裁
は
、

因
行
に
対
す
る
果
報
と
い
う
「
約
報
」
の
観
点
か
ら
階
位

を
述
べ
れ
ば
三
生
の
段
階
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
見
開
位
は
、

「
無
尽
の
法
門
」
を
「
見
開
」
す
る
こ
と
で
金
問
の
種
子
を
育
む
と
い
う
段
階

で
あ
る
。
第
二
解
一
行
往
辻
、
蔀
生
の
果
報
に
よ
り
実
緊
に
修
行
を
行
な
う
段
培

で
あ
り
、
『
華
議
経
』
「
小
相
品
」
に
説
か
れ
て
い
る
都
率
天
子
が
悪
道
か
ら
説

け
出
て

一
生
の
う
ち
に
十
地
無
生
法
忍
と
十
眼
十
耳
の
境
界
を
証
得
し
た
と

す
る
事
や
、
「
入
法
界
品
」
に
説
か
れ
る
善
財
童
子
が
一
生
・
一
身
の
う
ち
に

十
信
の
境
位
か
ち
十
地
の
境
位
ま
で
を
修
め
た
と
す
る
記
述
が
、
こ
の
生
に
配

E
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
障
の
見
解

当
さ
れ
て
い
る
。
第
三
証
果
海
位
は
仏
果
に
相
当
し
、
「
入
法
界
品
」
に
お
い

て
、
弥
勃
菩
薩
が
善
財
童
子
に
「
我
れ
当
来
世
に
正
覚
を
成
ぜ
ん
時
、
汝
当
に

我
を
晃
る
べ
し
」
と
告
げ
た
と
い
う
経
文
に
基
づ
い
て
、
国
で
あ
る
解
行
位
と

果
で
あ
る
証
果
海
位
を
分
位
し
て
い
る
。
こ
れ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
蔵
に

お
い
て
三
生
は
、

因
行
と
そ
れ
に
対
す
る
果
報
の
論
理
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

の
生
誌
全
く
独
立
し
て
存
在
し
て
お
り
、
仏
果
へ
至
る
に
は
事
実
上
、
三
度
の

転
生
を
必
要
と
す
る
と
み
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
町
凶
国
一
云
、
言
二
三
生
一
者
、
高
生
果
報
、
非
ν
託
ニ
法
門
ベ
初
見
開
生
、
未
ν
関-一

一
乗
J

唯
是
余
業
所
感
人
身
。
於
ニ
比
報
上
J

見
ニ
開
一
乗
」
修
ニ
習
観
解
J

成
ニ
見
開
種
ベ
於
ニ
第
二
生
」
由
ニ
前
見
間
一
感
ニ
解
行
報
ベ
於
ニ
此
身
上
一

修
ニ
習
一
乗
」
従
ニ
初
信
金
J

乃
至
、
第
十
地
。
或
是
等
覚
。
未
v
起
ニ
仏
果

加
行
一
己
前
、
或
第
十
地
。
未
ν
至
ニ
勝
進
分
位
一
己
前
。
皆
名
=
第
二
解
行

生
報
」
解
行
之
終
、
捨
ニ
後
生
報
一
於
ニ
第
三
生
J

得
ニ
勝
果
報
」
是
最
後

入
ニ
果
性
海
ベ
即
是
第
三
証
入
生
色
。
証
ニ
果
海
一
己
、

身
。
即
以
ニ
此
身
J

真
実
妙
果
、
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
。
非
ニ
余
依
身
、

因
入
所
了
」
是
故

三
生
、
皆
是
福
生
。

(
『
大
正
新
穆
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
夏
上
1
中
)

第
一
説
は
、
三
生
を
寸
隔
報
隔
生
」
と
み
る
立
場
で
あ
り
、
見
開
・
解
行
・

証
入
の
い
ず
れ
も
前
生
の
果
報
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
解
行

生
の
経
わ
り
誌
等
覚
の
段
階
で
あ
っ
て
、
未
だ
仏
果
で
誌
な
く
、
第
三
証
入
生

五
五



の
「
最
後
身
」
を
以
っ
て
果
性
海
に
没
入
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
第
一
説
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
五
教
章
』
の
「
約
報
」
の
文
相
に
期

っ
た
解
釈
と
い
え
よ
う
。

日
間
同
胆
二
云
、
(
中
略
)
見
開
生
者
。
必
是
業
繋
・
苦
縛
之
身
。
体
、

R

疋
有
漏
。

未
v
出
二
三
有
J

握
ニ
在
界
内
」
名
ニ
之
実
業
J

所
ν
受
之
報
解
行
生
者
、
要

是
離
縛
・
界
外
無
漏
堅
毘
之
身
。
己
出
ニ
三
有
J

遠
捨
ニ
苦
依
」
其
身
、
自

在
、
其
報
、
無
疑
。
以
ニ
法
門
-
為
v
体
、
以
ニ
定
恵
一
為
v
相
。
難
三
是
分
段
J

法
門
故
、
縦
在
ニ
悪
趣
J

是
留
ν
惑
故
。
故
解
行
生
、
要
棄
ニ
前
間
報
J

B

疋故、

初
生
部
果
報
生
。
以
ニ
是
三
界
繋
縛
生
-
故
。
第
二
郎
是
法
門
之
生
。
対
二

伎
界
内
・
苦
題
生
一
故
。
若
草
約
二
就
界
外
一
当
体
亦
是
果
報
。
但
用
二
無

凝
J

其
第
三
生
、
即
解
行
生
満
位
終
心
、
即
入
ニ
果
海
究
克
妙
位
」
即
日
疋

解
行
一
生
之
内
也
。
解
行
身
上
、
無
ν
有
二
死
生
J

B

疋
故
解
行
・
証
入
二
生
、

唯
是
一
身
栢
続
上
成
。

(
『
大
正
新
穆
大
藤
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
中
)

第
二
説
は
、
解
行
と
証
入
の
分
位
は
、
果
報
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
解
行
生
は
既
に
「
法
門
」
の
分
位
で
、
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
見
開

生
に
お
け
る
身
体
は
三
界
の
繋
縛
に
よ
っ
て
有
、
漏
で
あ
る
が
、
解
行
生
に
受
け

る
身
体
は
分
段
身
で
は
あ
る
も
の
の
、
無
漏
で
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
三
界
の
繋

縛
を
抜
け
出
し
て
信
り
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
仏
果
の
段
階
で

あ
る
証
入
生
も
「
解
行
一
生
の
内
」
に
摂
ま
り
、
「
唯
だ
是
れ
一
身
相
続
の
上

五
六

に
成
L

じ
、
解
行
と
証
入
は
同
一
の
身
体
の
上
で
引
き
継
が
れ
る
と
み
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
説
に
よ
れ
ば
、
修
行
段
階
で
あ
る
第
二
解
行
生
で

い
っ
た
ん
死
を
待
つ
必
要
は
な
く
、
第
三
証
入
生
に
「
即
入
」
で
さ
る
こ
と
に

な
り
、
事
実
上
、
二
生
の
生
、
症
を
経
て
仏
果
へ
到
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
法
蔵
の
所
説
と
は
異
な
っ
た
解
釈
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
3
)
凝
狭
山
の
見
解

上
記
の
二
説
に
対
し
、
議
然
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
自
ら
の
立
場
を
表
明
し

て
い
る
。第

三
生
者
、
唯
是
第
二
解
行
生
終
、
万
行
円
満
、
即
入
二
果
海
一
無
三
wm果

報
惑
ニ
第
三
生
」
由
ニ
此
義
一
故
、
志
v
有
ニ
難
ヨ
一
三
若
解
行
終
心
、
証
ニ
入
果

海
一
者
、
唯
自
疋
二
生
、
不
ν
成
二
三
生
J

若
爾
、
何
故
、
弥
勤
菩
薩
、
告
ニ
善

財
一
言
ニ
汝
当
見
v
我
。
此
意
、
証
入
応
ν
在
ニ
当
来
J

以
ニ
・
日
当
成
J

告
ニ
善

財
当
成
果
一
故
。
故
今
、
会
云
。
為
ν
分
ニ
毘
果
二
位
行
栢
J

旦
言
ニ
当
来
」

語
実
解
行
終
心
、
即
入
ニ
果
海
」
(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
六
頁
下
)

こ
れ
に
よ
っ
て
凝
然
が
、
解
行
生
の
万
行
が
円
満
し
た
段
階
で
果
海
に
郎
入

す
る
と
み
る
第
二
説
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
第

二
説
に
「
難
言
あ
り
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
二
説
に
基
づ
け
ば
事
実
上
「
二

生
」
で
良
い
の
で
あ
り
、
一
一
一
生
と
は
い
え
な
い
と
す
る
疑
難
が
生
じ
る
の
は
当



然
と
い
え
る
。
ま
た
「
入
法
界
品
」
に
弥
勤
菩
薩
が
善
財
童
子
に
対
し
て
「
汝

当
↓
見
我
L

と
し
た
『
華
厳
経
』

の
説
相
と
も
違
背
す
る
こ
と
に
な
る
。
凝
然
は

そ
の
疑
難
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
汝
当
晃
我
」
と
す
る
経
文
辻
因
果
の
行
桔
を

分
け
る
た
め
に
説
か
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
会
通
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
凝
然
は
第
二
説
の
教
証
と
し
て
、
智
億
撰
『
孔
呂
章
』
巻
四
お
よ
び

@
 

法
蔵
の
門
人
で
み
る
文
超
法
訴
の
『
遺
忘
集
』
を
引
用
し
て
い
る
。

孔
自
由
云
、
「
二
者
依
ニ
天
子
勝
身
」
従
ニ
三
悪
道
一
出
、
生
二
兜
率
天
」

身
成
仏
」
〈
己
上
〉

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
中
)

文
超
法
師
遺
忘
集
云
、
「
未
ν
入
ニ
地
獄
一
己
前
、
名
ニ
見
閣
内
生
」
邑
ν
獄
百

出
、
生
ニ
直
天
上
」
空
音
属
v
耳
。
随
v
悔
ニ
宿
窓
J

得
ニ
離
垢
三
味
J

名
ニ
解

行
生
」
不
v
離
ニ
天
処
J

見
ニ
仏
法
身
J

名
ニ
証
入
生
J

何
以
故
。
天
子
不
ν

改
故
。
分
段
身
故
。
(
略
)
L

〈
己
上
〉
(
『
大
正
新
務
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
中
)

こ
れ
は
、
智
僚
が
『
華
厳
経
』
寸
仏
ふ
栢
光
明
功
徳
口
問
」
に
説
か
れ
る
兜
率

天
子
の
話
に
基
づ
き
、
疾
得
成
仏
の
併
と
し
て
、
「
勝
身
に
依
っ
て
一
生
に
成

⑬
 

仏
す
る
」
と
み
た
菌
所
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
そ
も
そ
も

知
日
僚
は
『
華
厳
経
』
の
内
容
か
ら
、

地
獄
の
衆
生
が
兜
率
天
に
生
じ
、
天
子
と

@
 

成
り
、
そ
の
ま
ま
成
仏
し
た
と
の
み
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
『
遺
志
集
』
で
は
、
こ
の
智
識
の
説
に
法
蔵
の
三
生
成
仏
説
を
読
み
込
む

E
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
師
の
見
解

こ
と
で
、
あ
た
か
も
兜
率
天
子
は
「
解
行
生
」
に
お
い
て
「
兜
率
天
を
離
れ
ず

に
、
仏
の
法
身
を
見
た
L

か
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
『
遺
忘
集
』
の

理
解
は
、
既
に
法
蔵
滅
後
の
段
措
に
お
い
て
智
録
説
と
の
会
通
が
問
題
と
な
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
凝
然
は
、
智
識
と
文
超
法
師
の
所

説
を

既
云
ニ
「
不
離
天
処
等
こ
故
、
解
行
身
或
ニ
大
覚
在
」
『
孔

E
』
「
生
兜
率

現

天
等
L

文、

即
就
一
ニ
究
ニ
克
果
海
一
為
v
一言。

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
中
)

と
み
る
こ
と
で
、
智
識
が
『
孔
吉
章
』
で
ニ
一
一
ロ
う
兜
率
天
子
の
「
現
身
或
仏
L

は、

解
行
生
と
証
入
生
の
関
に
転
生
が
な
い
こ
と
を
指
す
文
証
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
智
儀
自
身
は
三
生
成
仏
を
立
て
て
は
お
ら
ず
、
兜
率
天
子
の
現

身
成
仏
と
関
連
さ
せ
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
第
二
説
に
対
す
る
疑
難
は
、
「
入

法
界
品
」
に
お
け
る
善
財
童
子
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
直
接
の
教
証
と
は
い

え
な
い
。

な
お
凝
然
が
加
え
て
第
二
説
の
教
証
と
し
て
用
い
る
の
が
、
次
の
よ
う
に

『
華
議
経
問
答
』
で
み
る
こ
と
は
注
巨
さ
れ
る
。

問
答
下
云
、
「
(
中
略
)
故
知
、
現
身
成
仏
。
善
財
童
子
、
既
現
身
至
ニ
普

賢
菩
薩
知
識
一
而
弥
勃
知
識
言
、
当
来
我
成
仏
時
、
汝
見
ν
我
。
故
知
、

後
生
中
成
仏
。
此
等
、
旦
約
二
文
相
一
拠
ニ
見
開
等
三
往
一
為
二
三
生
一
故
、

五
七



作
ニ
如
ν
日
疋
説
一
耳
。
約
v
実
共
皆
同
。
但
以
二
身
中
成
仏
J

(

中
略
)
」
。

〈
己
上
〉
。
是
故
明
知
、

以
ニ
第
三
生
一
為
ニ
当
報
一
者
、
約
二
就
文
相
」
寄
二
分

冨
果
浅
深
之
異
ザ
理
実
唯
是
解
行
身
上
証
ニ
果
海
法
・
究
主
覚
位
ベ

(
『
大
正
新
鯵
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
中
・
下
)

す
な
わ
ち
『
華
厳
経
問
答
』
で
は
、
『
華
議
経
』
の
文
相
に
寄
せ
て
、
善
財

童
子
を
「
後
生
中
の
成
仏
L

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
「
実
に
約
さ
ば
共
に
皆
間

ず
」
る
た
め
、

一
身
中
に
成
仏
す
る

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題

と
な
る
の
は
、
『
華
厳
経
問
答
』
自
体
が
新
羅
華
厳
に
お
い
て
法
蔵
に
仮
託
し

て
製
作
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
凝
探
自
身
、
『
通
路
記
b

巻
六
に

、
い
ね
い
て
本
書
を
「
如
ν
是
野
言
、
或
後
人
造
ν
之
、
告
名
ニ
宗
家
一
」
と
厳
し
く
批

@
 

判
し
、
偽
撰
と
見
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
を
教
証
と
し
、
第
二
説

を
支
持
す
る
凝
然
の
見
解
は
や
や
説
得
力
に
欠
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

(
4
)
 
一
身
・
一
生
成
仏
の
否
定

と
こ
ろ
で
、
『
華
厳
経
問
答
』
の
文
に
よ
れ
ば
、
「
約
ν
実
共
皆
同
」
と
あ
る

よ
う
に
、
見
需
・
解
行
・
証
入
の
三
生
が
す
べ
て
一
身
上
に
震
関
す
る
と
見
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
難
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
凝
然
は
、

此
明
ニ
解
行
証
入
之
上
生
一
唯
是
一
身
、
非
ニ
別
福
生
ベ
是
故
文
棺
為
ν
分二

国
果
ベ
拠
ν
実
解
行
一
身
之
上
、
郎
証
ニ
果
海
ベ
非
ν
謂
下
見
開
亦
与
ニ
解
行
J

五
八

唯
是
一
生
、
不
歩
隔
ニ
異
熟
J

故
次
文
云
、
「
言
二
身
一
者
、
法
性
身
等
。

期
是
界
外
解
行
身
故
」
。
明
知
、
非
ニ
役
克
聞
生
一
也
。

(
『
大
正
新
諺
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
夏
下
)

見
聞
之
生
、
是
煩
悩
身
。
要
捨
ニ
此
報
J

受
ニ
浄
妙
身
」
雄
ニ
是
分
段
一
即

是
法
門
、
非
ニ
彼
煩
惑
、
所
惑
苦
報
ベ
解
行
之
生
、
必
成
ニ
此
身
ベ
故
改
ニ

見
開
生
J

受
ニ
解
行
身
ベ
日
疋
故
定
是
福
生
之
報
。
非
二
身
中
有
ニ
初
二
生
J

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
下
)

と
述
べ
て
、
見
開
生
の
身
体
は
有
漏
で
あ
る
た
め
、
見
開
生
を
解
行
生
に
入
れ

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
『
華
議
経
問
答
』
の
文
証
辻
解
行
と
証
人
に
つ

い
て
説
く
箇
所
で
あ
っ
て
、
見
開
と
解
行
は
相
続
し
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
凝
然
は
「
次
第
行
花
門
L

に
属
さ
れ
る
三
生
成
仏
に
お
い
て
、

一
生
・
一
身
と
い
っ
た
極
端
な
疾
得
成
仏
は
決
し
て
容
認
し
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
凝
然
の
三
生
成
仏
理
解
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
凝
然
が
示
し
た

論
点
と
は
、
『
遺
忘
集
』
『
華
厳
経
問
答
』
に
基
づ
い
て
、
豊
口
財
童
子
の
「
・
当
成

果
」
は
因
果
の
行
相
を
示
す
た
め
に
説
か
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
み
る
こ
と
で
、

実
際
に
は
解
行
生
よ
り
証
入
生
に
至
る
段
階
に
「
死
」
辻
介
在
せ
ず
、

分
段
身

に
よ
る
証
入
が
可
能
と
な
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
凝
然
の
こ
う
し

た
理
解
の
背
景
に
は
、
智
嬢
の
「
現
身
成
仏
」
解
釈
お
よ
び
『
華
厳
経
』
「
入

法
界
ロ
m
L

の
記
述
と
、
法
蔵
の
所
説
と
を
如
何
に
矛
虐
な
く
理
解
す
る
か
と
い



う
困
難
な
問
題
が
あ
っ
た
と
い
え
、
結
果
的
に
『
五
教
章
』
の
文
意
と
相
違
す

『
華
議
経
問
答
』
を
用
い
て
第
二
説
を
支
持
し
た
苦
心
が

@
 

よ
く
わ
か
る
。
『
通
路
記
』
と
同
様
の
見
解
は
、
『
華
議
孔
自
章
発
信
記
』
や

窃

『
華
厳
五
十
要
問
答
加
塵
章
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
凝
然
の
立

場
が
一
貫
し
て
第
二
説
に
あ
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、

て
、
『
法
界
義
鏡
』
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
三
生
或
仏
と
は
、
第
二
解
行
生
に

お
け
る
成
仏
を
意
味
す
る
、
事
実
上
の
「
二
生
成
仏
」
を
指
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
毘
表
二
凝
然
の
三
生
成
仏
説
理
解

-
i
見
開

i
i
分
段
身
(
・
有
諸
・
業
繋
繋
縛
身

)
i
l
i
一
生

丁
i
解
行

i
J
分
段
身
(
無
漏
・
離
縛
堅
固
身

)
i
i
i
一
生

「
i
証

人

¥

四

凝
然
門
下
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
論
義

凝
然
が
整
理
し
結
論
づ
け
た
三
生
成
仏
に
関
す
る
異
説
は
、
聖
憲
(
一
三
O

容

七
i
一
三
九
二
)
が
「
此
ノ
事
論
議
也
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
凝
然
門
下
の
学

@
 

告
に
お
い
て
も
再
ぴ
論
じ
ら
れ
る
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
三
生
成
仏
説
に

関
す
る
言
及
が
み
ら
れ
る
審
乗
(
一
二
五
八
i
二
二
三
子
}
?
)
・
禅
爾
(
一
二
五

一
l
一
三
二
五
)
・
湛
審
(
一
二
七
一
l
一
三
四
五
l
?
)
・
盛
誉
(
一
二
七
三
i
一

三
五
一
)
・
聖
憲
・
実
英
(
一
五
五
三
1
一
六
三
七
1
?
)
の
諸
師
に
つ
い
て
、

B
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
問
の
見
解

の
見
解
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
 
一
生
・
二
生
成
仏
説
の
展
開

a
)
審
乗
の
見
解

審
乗
は
凝
然
門
下
の
抱
一
の
弟
子
で
あ
り
、
凝
然
存
命
中
の
正
和
二
(
一
三

二
二
)
年
に
撰
述
さ
れ
た
『
華
議
五
教
章
関
答
抄
』
に
よ
っ
て
、

そ
の
見
解
が

知
ら
れ
る
。

十
六
。
問
。
解
行
証
入
之
生
者
、
福
生
歎
。
答
〈
云
云
〉
。
両
方
也
。
若

一
五
二
福
生
-
者
、
別
教
心
、
以
二
分
設
身
一
室
至
ニ
仏
果
」
円
機
何
至
ニ
十
地
菌

溝
J

可
ν
有
二
分
段
福
生
一
歎
。
是
以
孔
目
章
中
、
普
荘
厳
童
子
等
、
現
身

成
仏
之
機
走
。
若
依
ν
之
云
ν
不
ニ
隔
生
一
者
、
既
云
ニ
約
報
」
若
不
ニ
隔
生
一

者
、
約
報
担
二
生
色
。
何
可
v
云
二
三
生
一
歎
。
是
以
善
財
童
子
証
果
、
新

泊
二
経
共
在
ニ
於
当
来
一
晃
。
加
ν
之
大
或
光
太
子
、
於
ニ
第
三
仏
所
一
成
ニ
就

普
賢
行
一

7
、
命
終
生
二
須
弥
山
上
天
宮
一
見
。
何
況
大
威
光
太
子
者
、
昆

屋
舎
那
、
乃
往
過
去
之
本
事
色
。
知
証
果
在
ν
後
云
事
。
如
何
。
答
。
善

財
証
果
当
来
者
、
三
生
行
布
之
義
相
也
。
若
約
二
円
融
実
義
一
者
、
既
初
発

心
時
証
入
了
。
又
或
光
太
子
、
於
ニ
第
三
仏
所
一
或
ニ
就
普
賢
行
一
畢
、
後
作
=

切
利
天
王
J

又
詣
ニ
第
四
仏
所
一
得
二
三
味
一
等
〈
云
云
〉
、
是
却
解
行
生
中

自
在
受
生
之
義
也
。
非
ニ
解
行
証
入
之
福
生
之
義
一
也
。

(
『
大
正
新
接
大
蔵
経
』
七
二
、
七
O
九
頁
下
・
七
一

O
頁
上
)

そ

五
九



こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
解
行
生
と
証
入
生
が
隔
生
と
い
う
な

ら
ば
、
別
教
に
お
い
て
は
分
段
身
の
ま
ま
直
ち
に
仏
果
に
至
り
現
身
成
仏
す
る

こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

円
教
の
機
根
に
お
い
て
は
分
段
隔
生
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
福
生
で
は
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
第
三
生
辻

「
約
報
」
と
は
な
ら
ず
二
生
成
仏
と
な
る
と
い
う
疑
難
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
善
財
の
証
果
が
当
来
に
あ
る
と
い
う
文
は
三
生
の
行
有
門

の
義
相
で
あ
り
、
月
一
織
の
実
義
に
お
い
て
は
初
発
心
持
に
証
人
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
解
行
と
証
入
と
は
隔
生
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

審
乗
は
凝
然
と
同
様
に
第
二
説
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

注
意
さ
れ
る
の
は
、

そ
も
そ
も
凝
然
に
お
い
て
は
行
布
門
に
配
当
さ
れ
て
い
た

三
生
成
仏
説
を
、
解
行
・
果
海
を
福
生
と
見
る
立
場
を
行
・
一
作
門
と
し
、
第
二
説

窃

を
円
融
門
に
配
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ニ
生
成
道
者
、
別

教
本
意
歎
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
『
華
厳
経
問
答
』
に
「
但
従
二
三
乗
位
一

作
ニ
如
ν
是
説
一
耳
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
、
三
生
成
仏
説
は
別
教
の
本
意
で
は

な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

b
)
盛
誉
の
見
解

第
二
説
を
礎
承
し
た
学
僧
に
、
泉
州
久
米
田
寺
に
止
住
し
て
第
二
世
と
な
っ

た
盛
誉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
論
義
抄
で
あ
る
『
華
議
手
鏡
』

一
巻
に
は
、

三
十
条
の
論
義
一
ア

i
マ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
七
、
三
生
別

教
」
「
入
、
三
生
隔
不
」
「
九
、
現
身
成
仏
」
の
三
条
が
三
生
成
仏
に
関
連
し
た

議
論
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
O

問
。
円
教
意
、
付
ν
明
二
三
生
成
道
J

於
ニ
解
行
証
果
海
J

可
ν
有
ニ
隔
生
義
一

耶
。
答
。
〈
云
云
〉
。
両
方
。
若
一
五
ニ
隔
生
一
者
、
従
ニ
解
行
因
満
位
一
証
ニ
入

果
海
一
之
入
、
何
可
ν
有
ニ
福
生
之
義
一
哉
。
是
以
善
財
荘
厳
等
、
現
身
成
仏

入
、
所
v
不
v
見
ν
有
ニ
福
生
義
一
室
。
若
依
ν
之
講
者
、
正
見
ニ
経
文
」
拡
勤

嘆
ニ
善
財
一
云
、
「
於
ν
此
命
終
己
、
得
ニ
諸
勝
妙
果
J

昇
二
入
仏
法
堂
一
」

〈
文
〉
。
既
云
ニ
於
ν
此
命
終
J

有
ニ
隔
生
義
一
事
分
明
。
如
何
。
答
。
凡
別
教

一
乗
意
、
以
二
分
設
身
一
直
至
ニ
仏
果
ベ
持
至
ニ
十
地
呂
講
一
可
ν
有
二
分
段
福

生
一
哉
。
或
但
於
ニ
善
財
童
子
」
於
ニ
北
命
終
等
之
経
文
一
者
、
旦
為
ν
顕
二
三

生
行
有
之
差
別
J

約
二
因
果
前
後
J

所
ν
説
三
果
在
二
当
来
一
也
。

(『大
B
本
仏
教
全
書
』
十
三
・
匝
五
九
頁
上
1
四
六
一
頁
上
)

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
盛
誉
辻
審
乗
と
同
様
の
論
理
に
依
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
別
教
一
乗
で
は
分
段
身
の
ま
ま
仏
果
に
入
る
と
克
る
べ
き
で
、

ノー、
メゴ

段

身
を
一
掃
生
す
べ
き
で
は
な
く
、
弥
勤
菩
薩
の
「
於
此
命
終
己
L

の
文
は
、
「
行

花
差
別
L

の
立
場
に
よ
っ
て
患
と
果
を
分
け
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

円
融
の
実
義
に
よ
れ
ば
初
発
心
待
に
証
入
す
る
の
で
あ
っ
て
実
報
の
一
踊
生
は
な

母

い
と
結
論
付
け
る
。

さ
ら
に
盛
誉
は
、
皆
様
が
示
し
た
西
類
の
「
現
身
成
仏
」
の
入
に
お
い
て
も
、

t. 
1二

①
「
解
行
の
国
講
の
大
士
L

が
「
離
指
定
前
に
至
る
」
と
説
か
れ
る
に
過
ぎ
な

い
こ
と
、
②
善
財
童
子
に
お
い
て
も
証
果
海
を
当
来
に
置
い
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら

い
ず
れ
も
現
身
成
仏
と
は
い
え
な
い
と
す
る
疑
難
を
取
り
あ
げ
て
い
る

が
、
円
教
の
意
で
は
「
因
果
同
体
L

が
原
則
で
あ
る
か
ら
因
を
得
れ
ば
必
ず
果



を
得
る
の
で
あ
っ
て
、
「
至
二
十
信
終
心
一
因
位
既
成
故
、

容

云
ニ
現
身
成
仏
一
也
」
と
述
べ
て
い
る
。

必
魁
二
同
体
之
果
一

c
)
聖
憲
の
見
解

こ
う
し
た
解
行
・
証
入
を
福
生
と
み
な
い
立
場
を
円
融
門
に
配
当
し
、
三
生

福
生
説
を
加
教
の
実
義
と
認
め
な
い
審
乗
・
盛
誉
の
晃
解
を
お
し
進
め
れ
江
、

三
生
と
い
う
生
謹
の
区
別
自
体
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
聖
憲
撲
『
五

教
章
聴
抄
』
巻
上
(
以
下
『
聴
抄
』
と
略
記
)
に
は
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

開
。
比
三
生
成
仏
再
教
実
義
也
哉
。
答
。
此
事
論
議
也
。
三
生
成
仏
普
法

一
位
摂
二
切
」
故
見
開

正
意
歎
云
尋
也
。
答
v
之
二
様
。
常
非
ニ
正
意
」

生
終
成
仏
畢
。
実
重
可
ν
経
ニ
解
行
生
一
成
仏
可
ν
吾
ニ
勝
劣
一
哉
。
故
知
、
三

生
者
終
教
因
果
前
後
准
三
生
建
立
色
。
故
至
相
釈
云
、
「
但
徒
二
三
乗
一
作
ニ

如
ν
是
説
一
」
〈
文
〉
。
華
議
問
答
云
、
「
北
等
、
旦
約
二
文
相
一
拠
ニ
見
需
等
一

三
位
為
二
三
生
一
故
、
作
ニ
如
ν
是
説
一
耳
。
約
ν
実
共
皆
同
但
一
身
中
成
仏
」

〈
文
〉
。
菩
法
実
意
、

可
二
生
成
仏
一
色
。

(『大
E
本
仏
教
全
書
』
十
二
、

一
二
九
頁
下
)

こ
こ
で
は
、
三
生
成
仏
説
は
円
教
の
実
義
で
あ
る
か
と
の
問
い
に
対
し
、

「
常
に
は
正
意
に
は
非
ず
」
と
し
て
、
見
開
生
の
終
わ
り
に
成
仏
し
終
わ
る
の

で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
解
行
生
を
経
た
後
の
成
仏
と
も
勝
劣
誌
な
い
、
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
、
智
識
の
『
孔
日
章
』
と
『
華
議
経
問
答
』
を
教
証
に
、
三
生

日
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
蹄
の
見
解

を
立
て
る
の
は
終
教
の
説
相
に
準
じ
て
立
て
て
い
る
の
で
あ
り
、
普
法
華
厳
一

乗
の
実
意
で
は
一
生
成
仏
で
あ
る
、

と
結
論
付
け
て
い
る
。
注
意
さ
れ
る
の
辻
、

凝
然
に
お
い
て
辻
一
生
・
一
身
成
仏
を
否
定
す
る
根
拠
に
依
用
さ
れ
て
い
た

『
華
厳
経
問
答
』
「
約
実
共
皆
同
」
の
文
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
一
生
成
仏
の
教
註

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
憲
に
至
つ
て
は
遂
に
「
見
聞

生
L

に
お
け
る
一
生
成
仏
こ
そ
が
「
実
意
」
で
あ
る
と
の
極
端
な
見
解
ま
で
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
凝
然
門
下
に
お
け
る
こ
生
(
一
生
)
成
仏
説
の
論
点
と
は
、

全
冨
的
に
『
華
厳
経
問
答
』
の
所
説
に
基
づ
く
こ
と
で
、
三
生
の
階
梯
自
体
を

再
教
の
実
義
で
は
な
い
と
す
る
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法

蔵
の
示
し
た
三
生
成
仏
説
と
は
上
述
の
よ
う
に
「
依
二
円
教
宗
一
有
ニ
其
三
位
一
」

と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
問
題
が
残
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
二
説
は
、

@
 

『
璃
抄
』
に
「
南
都
古
来
之
一
義
L

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
華
最

に
お
い
て
握
め
て
有
力
な
学
説
と
し
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る(
2
)
 
E
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
隔
生
説

a
)
謹
容
の
見
解

一
方
、
凝
然
以
降
、
展
開
さ
れ
て
き
た
一
生
・
二
生
成
仏
説
に
対
し
、
議
然

門
下
に
お
い
て
も
三
生
隔
生
を
実
義
と
み
る
見
解
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
『
聴

抄
』
に
「
一
義
云
、
福
生
色
。
(
中
略
)
此
義
ハ
宗
性
僧
正
ノ
義
ト
テ
久
米
田

品
切

寺
円
或
一
房
、
死
ν
此
生
ν
鏡
、
被
ν
立
ケ
リ
ト
〈
云
々
〉
」
と
あ
っ
、
円
戒
一
房
禅
爾

/、



が
隔
生
説
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
こ
と
よ
り
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
凝
狭
山
の
華

厳
学
の
師
で
あ
る
宗
性
(
一
二

O
二
i
一
二
七
八
)
が
一
隔
生
読
を
立
て
た
と
証

言
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
興
味
深
い
が
、
禅
譲
の
見
解
と
合
わ
せ
て
、
そ

の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
禅
爾
の
立
場

を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
湛
容
の
見
解
で
あ
る
。
湛
容
の
弟
子
霊
波
に
よ
る

『
五
教
章
見
開
鈴
』
に
は
、
「
解
註
果
海
隔
生
ナ
ル
歎
ノ
事
L

と
題
さ
れ
た
次
の

曾

よ
う
な
論
義
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

四
十
五
。
問
。
章
云
「
約
ν
報
明
ν
位
、
但
有
二
三
生
一
」
〈
文
〉
爾
者
、

解
・
証
果
海
、
福
生
歎
。
答
。
師
云
、
爾
色
。
難
云
、
宣
於
ニ
等
覚
在
一
死

始
感
ニ
妙
覚
生
一
歎
。
答
。
以
ニ
等
覚
智
一
断
ニ
仏
果
捧
一
時
、
北
無
関
道
位
関
二

時
父
母
所
生
肉
身
進
。
然
無
間
道
滅
解
脱
道
生
位
、

普
見
肉
眼
一
菩
薩
、

得
=
無
漏
無
相
普
眼
」
更
是
非
ニ
父
母
所
生
身
一
可
ニ
心
得
一
色
。
今
、
証
果

海
生
者
是
也
。

(
『
大
正
新
穆
大
蔵
経
』
七
三
、

一
五
三
頁
下
1
一
五
匝
頁
上
)

師
云
、
所
詮
福
生
者
、
依
ニ
果
報
不
同
一
所
v
論
也
。
爾
有
為
無
為
既
各
別

故
、
不
ν
可
v
一
五
二
生
一
。
漏
・
無
漏
亦
不
同
故
、
不
v
可
ν
云
ニ
一
身
一
也
。

既
於
ニ
等
覚
位
中
ベ
無
間
道
位
因
位
果
報
捨
。
山
豆
是
非
ν
死
耶
。
解
脱
道
位

果
報
既
現
生
。
宣
非
ν
生
乎
。
是
故
福
生
云
義
理
、
更
不
ν
可
ν
疑
者
歎
。

若
如
ν
所
v
難
者
、
以
v
火
焚
焼
等
、
宣
謂
ν
非
ν
死
手
。

(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
三
、

一
五
回
頁
上
)

ノ、

す
な
わ
ち
等
覚
位
に
お
い
て
仏
果
障
を
断
じ
る
に
際
し
、
無
関
道
の
段
階
で

は
父
母
所
生
身
で
あ
り
、
こ
れ
は
解
行
生
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
解
脱
道
に
生

じ
無
漏
無
担
の
普
眼
を
得
た
段
諾
は
父
母
所
生
身
と
は
い
え
ず
、
こ
こ
が
証
果

海
生
と
な
る
。
よ
っ
て
、
有
為
・
無
為
は
各
別
し
て
見
る
べ
き
で
あ
り
、
既
に

等
覚
位
に
お
い
て
因
住
の
果
報
は
捨
て
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

「
死
」
と
み
な
す
べ
き
と
い
う
。
す
な
わ
ち
湛
容
は
、
凝
然
が
支
持
し
た
一
福
生

を
否
定
す
る
第
二
説
を
退
け
、
福
生
説
を
「
更
不
ν
可
ν
疑
者
歎
」
と
述
べ
て
支

持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

[
図
表
二
]
湛
容
の
一
泊
生
果
報
説

無
題
道
位

i
l
l
父
母
所
生
肉
身
(
普
見
肉
眼
)

解
行
生

〈ーー

(
断
仏
果
障
、
捨
因
位
果
報
告
「
死
」
)

会一ー

解
説
道
位

l
l
t
法
性
法
発
(
無
漏
無
棺
菩
誤
)

証
果
海
生

b
)
実
英
の
見
解

湛
審
の
見
解
を
継
承
し
た
の
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
東
大
寺
僧
実
芙
に
よ
る

慶
長
一
七
(
一
六
一
二
)
年
か
ら
寛
永
一
四
(
一
六
三
七
)
年
の
二
十
六
年
間

に
行
な
わ
れ
た
春
季
談
義
の
積
本
『
五
教
章
不
審
』
で
あ
る
。
本
書
で
は
三
生

隔
生
の
問
題
が
長
文
に
渉
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
非
隔
生
説
に
対
し
、

福
生
で
な
け
れ
ば
二
生
成
仏
に
な
る
と
批
判
し
て
「
既
因
位
果
報
ヲ
潟
尽
シ
テ



法
性
真
身
ヲ
別
生
ス
ル
カ
故
、
是
ヲ
証
果
海
ノ
生
ト
云
色
。
於
果
報
因
ト
果
ト

曾

ノ
二
報
郎
各
別
也
L

と
述
べ
、
果
報
に
お
い
て
さ
ら
に
国
・
果
が
語
別
さ
れ
る

と
結
論
ハ
付
け
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
凪
同
属
〕
三

生
共
隔
生
一
夜
、
三
生
果
報
云
。
ロ
司
直
竺
見
聞
解
行
果
報
也
。
証
果
海
法
門

生
也
」
と
さ
れ
、
三
生
を
一
掃
生
と
み
る
「
約
報
」
の
立
場
は
「
本
寺
の
義
」
で

あ
り
、
見
開
・
解
行
の
み
を
果
報
と
し
証
果
海
を
法
問
の
生
と
み
る
の
は
寸
末

③
 

寺
の
義
L

と
一
不
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
に
近
世
に
お

い
て
は
凝
然
の
支
持
し
た
第
二
説
で
は
な
く
、
三
生
隔
生
説
こ
そ
が
「
東
大
寺

義
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
上
述
の
検
討
に
よ
っ
て
判
明
し
た
諸
師
の
見
解
を
密
示
す
れ
ば
次
の

よ
う
に
な
る
。

[
国
表
三
〕

日
本
華
厳
諸
師
に
お
け
る
三
生
成
仏
説

芙実 乞，湛tち才み 聖憲 4巻成lIL. 禅爾 審乗 凝妓
性'万=土三歩
物人

』不審 釈纂 聴抄
厳鏡華子 問答惨

通9 著作

路記

見紗聞

生隔
F語
見聞生

一
隔生説

一 一 F員 見解
生 生

生成仏説

生 生
説 説

仏成説
成 説

生成仏説

仏説

E
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
師
の
見
解

五

お
わ
り
に

以
上
、
議
然
の
理
解
を
中
心
に
、

展
開
を
概
観
し
た
。

日
本
華
裁
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
解
釈
の

凝
然
に
お
け
る
三
生
成
仏
解
釈
は
、
「
約
報
」
の
観
点
か
ら
三
生
を
隔
生
と

み
る
法
議
の
解
釈
で
辻
な
く
、
解
行
生
を
法
門
の
分
位
と
み
る
こ
と
で
、
分
段

身
の
ま
ま
果
海
に
証
入
で
き
る
と
す
る
特
異
な
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
二

生
の
生
涯
を
経
た
段
階
で
、
父
母
所
生
身
に
よ
る
成
仏
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
凝
然
の
成
仏
説
に
対
す
る
態
度
は
必
ず
し
も
法
蔵
の
所
説
を
忠

実
に
依
用
す
る
訳
で
辻
な
く
、
『
華
厳
経
関
答
』
に
よ
っ
て
会
通
を
試
み
て
は

い
る
も
の
の
、
『
華
厳
経
』
自
体
の
説
相
や
「
宗
家
」
で
あ
る
法
蔵
の
解
釈
と

は
結
果
的
に
異
な
る
見
解
と
い
え
る
。
凝
然
門
下
の
学
僧
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
立
場
を
更
に
進
め
、
『
華
厳
経
問
答
』
に
依
っ
て
一
隔
生
説
を
行
布
門
と
み

る
審
乗
・
盛
誉
の
二
生
成
仏
説
、
さ
ら
に
辻
聖
憲
の
見
開
生
上
に
お
け
る
一
生

成
仏
な
ど
極
め
て
短
縮
化
さ
れ
た
成
仏
説
が
有
力
な
見
解
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
が
、
凝
然
門
下
で
あ
っ
た
湛
審
が
師
説
を
継
承
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
近
世
に
は
「
本
寺
義
」
と
認
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
辻
鎌
倉
期
以
降
の

自
本
華
議
が
必
ず
し
も
凝
然
説
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
多
様
な

「
異
説
L

が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
三
生
成
仏
説
が
鎌
倉
期
以
降
の
華
厳
宗
に
お
い
て
盛
ん
に
論

じ
ら
れ
、
凝
然
以
降
、
二
生
成
仏
説
が
支
持
さ
れ
た
の
か
。
こ
う
し
た
思
想
的

背
景
や
、
東
大
寺
国
書
館
所
議
の
短
釈
類
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

/、



品
り

な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
本
稿
は
平
成
十
七
年
度
出
内
慶
華
財
団
の
援
助
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)

註①
『
諸
宗
章
読
録
』
「
戒
壇
院
国
師
凝
然
撰
集
」

一
八
頁
下
)
参
照
。

②
北
畠
典
生
「
凝
然
の
生
涯
と
教
学
姿
勢
に
つ
い
て
」
(
『
宗
教
的
真
理
と
現
代
』

一
九
九
三
、
四
六
七
頁
)

③
島
地
大
等
「
凝
然
大
徳
の
教
学
」
(
『
日
本
仏
教
教
学
史
』
一
九
三
三
、
四
二

三
百
ハ
)

告
鎌
田
茂
雄
「
法
界
義
鏡
の
教
理
史
的
意
義
」
(
『
禅
学
研
究
』
五
八
、
一
九
七

O
、
六
二
頁
下
)

⑤
藤
丸
要
「
凝
然
の
禅
宗
観
に
関
す
る
一
考
察
L

(

『
中
央
仏
教
学
院
紀
要
』
七
、

一
九
九

O
)
参
照
。

⑤
金
天
鶴
「
日
本
華
厳
に
お
け
る
三
乗
廻
心
説
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五

一
・
一
、
二

O
O
二
)
参
照
。

⑦
議
然
『
華
議
五
教
章
通
蕗
記
』
(
『
大
正
新
接
大
義
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
下
)

③
華
最
宗
の
三
生
成
仏
説
に
関
し
て
は
、
古
く
は
河
野
法
雲
氏
を
は
じ
め
多
く

の
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
(
河
野
法
雲
「
三
生
成
仏
」
『
華
厳
五
教
章
講
義
』
一

九
二
二
、
石
井
教
道
「
第
弐
項
三
生
成
仏
論
」
『
華
議
教
学
或
立
史
』
、
一
九

六
四
)
、
智
識
・
法
蔵
の
解
釈
お
よ
び
『
通
路
記
』
の
異
説
の
概
略
が
紹
介
さ
れ

て
き
た
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
解
釈
の
当
否
を
判
定
す
る
点
に
重
点
が
置

か
れ
て
お
り
、
疑
然
や
そ
の
門
下
に
お
け
る
思
想
的
変
遷
な
ど
立
ち
入
っ
た
検

討
は
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
居
華
厳
学
派
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
つ
い

て
は
吉
津
宜
英
氏
お
よ
ぴ
中
村
薫
氏
に
よ
る
研
究
に
詳
し
い
(
吉
津
宜
英
『
華

厳
禅
の
思
想
史
的
研
究
』
大
東
出
販
社
、
一
九
八
五
・
中
村
薫
「
『
華
厳
経
』
に

顕
わ
れ
た
る
童
子
に
つ
い
て
|
特
に
普
荘
議
・
地
獄
・
善
財
の
三
童
子
を
中
心
に

i
」
『
東
海
仏
教
』
一
一
一
一
二
、
一
九
八
八
)
。
ま
た
近
年
、
馬
淵
昌
也
氏
は
智
鍛
・

(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』

/、
四

法
蔵
以
降
の
中
富
華
厳
学
派
に
お
け
る
三
生
成
弘
説
の
受
容
に
つ
い
て
詳
細
な

分
析
を
行
っ
て
い
る
(
「
唐
代
華
厳
教
学
に
お
け
る
三
生
成
仏
論
の
震
慣
に
つ
い

て
」
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
例
二
二
六
、
二

O
O
五
)
。
本
槙
で
は
以
上
の
研

究
を
参
黒
し
た
。

@
た
だ
し
、
智
識
畠
身
は
こ
う
し
た
「
時
節
」
に
副
知
っ
た
成
仏
説
を
至
要
と
位

量
づ
け
た
訳
で
は
な
く
、
一
念
成
仏
や
無
念
成
仏
、
或
い
は
多
劫
成
仏
な
ど
多

様
な
成
弘
の
あ
り
方
を
包
含
し
た
立
場
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
知
日
犠
の
成
伝

説
に
つ
い
て
は
、
木
村
清
孝
著
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
(
春
秋
社
・
一

九
七
七
)
、
吉
津
氏
前
掲
書
、
お
よ
び
馬
源
長
語
掲
論
文
を
参
照
。

⑬
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
五
、
四
八
九
頁
下

。
こ
の
点
を
吉
埠
宜
英
氏
は
、
「
こ
の
三
生
成
仏
は
転
生
を
当
然
の
人
生
観
と
し

て
い
る
『
華
最
経
』
の
教
え
か
ら
必
然
的
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
三

生
」
で
よ
い
と
い
う
明
文
は
『
華
厳
経
』
に
は
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
『
華
厳

経
』
の
説
梧
を
み
る
と
、
修
行
の
成
就
に
は
少
な
く
と
も
三
生
は
か
か
る
は
ず

だ
と
い
う
、
内
容
上
の
整
理
の
結
果
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
(
前
謁

書
、
九
五
頁
)
と
指
擁
さ
れ
て
い
る
。

⑫
馬
、
調
氏
は
澄
観
の
理
解
に
つ
い
て
「
伎
が
三
生
成
仏
説
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

実
際
的
に
辻
「
二
生
或
仏
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
認
め
て
ゆ
く
姿
勢
を
示
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
指
擁
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
論
文
、
二
五
七
頁
)
。

⑬
間
此
之
三
生
。
為
三
三
皆
約
二
隔
生
果
報
ベ
為
ν
不
ν
爵
耶
。
答
三
生
報
法
。
学

者
異
解
。
是
故
穎
v
彼
挙
ニ
二
解
釈
」
(
『
大
正
新
接
大
蔵
経
』
七
二
、
五
二
七
頁
上
)

⑬
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
二
、
二
九
七
頁

③
問
。
円
教
断
惑
、
其
栢
一
五
何
。
窓
口
。
一
乗
翫
惑
、
有
ニ
其
二
門
」
一
仔
布
断
惑
。

二
円
融
断
惑
。
行
亮
門
軒
、
同
二
三
乗
教
」
於
ν
中
、
或
全
局
ニ
始
教
ベ
知
二
十
地

品
所
ν
説
行
桔
J

或
大
同
二
終
教
J

如
二
信
非
p

位
、
断
惑
亦
爾
。
此
約
ν
寄
一
一
間
余

教
一
為
与
一
口
。
割
倒
山
副
親
ペ
副
担
制
剤
ぺ
珂
担
堀
罰
事
1
劃
引
ヨ
剰
寸
刻
~
一
樹

尼
需
バ
額
制

J

寸
ゴ
歪
桝
1
射
日
国
栗
出
寸
封
バ
明
磁
何
麗
似
椙
讐
ベ

(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
三
・
二
九
八
頁
下
)



⑬
若
円
融
門
、
此
栢
即
融
、
一
断
一
切
皆
、
一
成
一
切
成
。
住
位
成
仏
、
無
様

自
在
。
一
乗
教
中
、
即
自
説
言
、
惑
障
不
v
分
二
分
別
・
県
生
」
不
v
立
二
現
行
・

種
子
・
習
気
」
唯
一
惑
棒
、
一
簿
一
一
切
障
。
以
v
簿
二
法
一
一
切
法
一
故
。
是
故
訴

時
、
一
断
一
一
切
軒
。
証
時
、
時
是
一
成
一
一
切
成
。
如
v
是
断
証
天
超
ニ
三
乗
J

虐

位
満
心
、
得
ニ
此
事
」
四
十
一
位
位
位
断
託
、
前
摂
ニ
後
後
J

後
摂
ニ
訪
問
前
一
中
摂
ニ

前
後
一
前
後
摂
ν
中
。
誌
v
説
即
答
、
無
ν
有
ニ
塞
諜
J

郎
是
丹
教
断
惑
行
相
。

(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
二
、
二
九
九
頁
下
)

⑫
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
巻
十
一
奥
書
(
『
凝
然
大
徳
事
跡
梗
概
』
一
九
七
頁
)

⑬
本
書
は
正
し
く
は
『
詰
問
要
科
自
防
遺
志
集
』
と
い
い
、
『
華
厳
経
義
紗
』
と

い
う
題
名
で
第
十
巻
の
み
金
沢
文
車
に
現
存
す
る
。
高
峯
了
川
「
文
超
法
婦
の

華
厳
経
義
鈴
に
つ
い
て
」
(
『
華
厳
論
集
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
)
参
照
。

⑬
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
五
、
五
八
五
頁
下

。
木
村
議
孝
氏
は
「
経
典
自
体
に
お
い
て
は
、
地
獄
の
衆
生
が
兜
率
天
立
生
ま

れ
て
天
子
と
な
る
こ
と
と
、
業
報
の
空
を
開
示
す
る
教
説
に
よ
っ
て
限
り
な
く

多
く
の
霊
界
の
兜
率
天
子
が
さ
と
り
を
得
る
こ
と
と
は
別
の
主
題
で
あ
る
。
智

識
は
、
そ
う
し
た
二
つ
の
主
題
を
つ
な
ぎ
、
「
一
生
即
簿
」
「
現
身
成
弘
」
と
一

気
に
読
み
切
る
の
で
る
る
」
と
し
て
、
智
嬢
の
解
釈
と
経
典
そ
の
も
の
の
内
容

の
相
違
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
本
村
氏
前
掲
書
、
五
八
九
頁
)
。
な
お
兜
率
天
子

の
事
部
辻
、
『
華
議
経
』
巻
三
二
(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
九
、
六

O
五
一
員
上

l
六
O
六
頁
下
)
に
拠
る
。

@
此
問
答
二
巻
題
下
云
。
法
蔵
撰
。
然
文
言
卑
拙
。
匂
一
逗
雑
乱
。
不
似
賢
普
常

途
章
疏
文
言
句
一
退
。
賢
首
大
師
。
所
製
文
章
。
簡
商
又
要
。
精
荷
又
美
。
槌
読

得
意
。
詑
解
領
旨
。
教
章
。
玄
記
。
旨
婦
。
嬬
自
。
究
縞
戒
読
。
門
論
疏
等
。

皆
此
類
也
。
至
密
厳
経
疏
。
文
言
少
異
。
四
字
成
句
。
事
無
混
濫
。
要
妙
精
雅
。

中
正
冷
罵
。
今
此
問
答
。
与
彼
相
反
。
僅
商
又
野
。
難
言
祖
文
。
(
中
略
)
如
是

野
言
。
或
後
人
造
之
。
借
名
宗
家
。
(
『
大
正
新
修
大
義
経
』
七
二
、
三
三
三
頁

下
上
二
三
四
頁
上
)
本
書
の
撰
述
問
題
に
つ
い
て
は
、
石
井
公
成
「
『
華
厳
間

窓
口
』
の
著
者
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
二
三

i
二
、
一
九
八
五
)
参
照
。

窃
『
華
厳
孔
自
章
発
活
記
』
巻
司
令
大
宮
本
仏
教
全
書
』
七
、
三

O
四
夏
下
)

E
本
華
厳
に
お
け
る
三
生
成
仏
説
に
関
す
る
諸
師
の
見
解

③
『
華
歳
五
十
要
問
答
加
塵
章
』
巻
一

頁
下
)

@
『
大
自
本
仏
教
全
書
』
十
二
、
五
三
二
頁
下

参
凝
然
門
下
の
桔
承
に
つ
い
て
は
、
島
地
大
等
前
掲
書
、
納
富
常
天
「
湛
容
の

華
最
教
学
」
(
『
南
都
仏
教
』
三
九
、
一
九
七
七
)
、
同
「
久
米
国
寺
盛
誉
に
つ
い

て
」
(
『
華
議
学
論
集
』
所
攻
、
一
九
九
七
)
参
揮
。

舎
な
お
、
審
乗
の
示
し
た
一
隔
生
説
を
丹
融
・
行
布
の
二
門
に
相
配
す
る
解
釈
は
、

鎌
倉
初
期
の
東
大
寺
僧
聖
詮
に
よ
る
『
華
厳
五
教
章
深
意
鈴
』
に
既
に
み
る
こ

と
が
で
き
る
(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
三
、
二
三
一
真
中
)
。
す
な
わ
ち
『
深
意

紗
』
で
は
、
善
財
童
子
、
普
荘
議
童
子
は
現
身
成
仏
し
た
と
い
え
る
の
か
と
の

間
に
対
し
、
現
身
成
仏
と
い
う
こ
と
は
「
一
宗
の
大
意
」
と
し
、
蓋
ロ
財
の
証
果

が
当
来
に
あ
る
と
す
る
難
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
「
行
布
の
次
位
」
に
よ
っ
て

国
と
果
を
福
て
て
い
る
の
で
あ
ワ
、
「
『
華
議
経
』
の
正
金
」
で
は
な
い
と
す
る
。

@
『
大
正
新
惨
大
蔵
経
』
二
二
、
四
五
九
頁
下

⑧
答
。
依
ニ
円
教
意
」
偉
v
困
必
得
ν
果
。
若
不
ν
得
v
果
者
因
即
不
ν
成
、
以
ニ
因
果

同
体
一
故
。
其
果
者
、
究
主
畠
在
円
一
組
果
也
。
至
二
十
指
終
心
一
因
位
既
成
故
、

必
誼
二
回
体
之
果
一
云
ニ
現
身
成
仏
一
也
。
是
以
宗
家
弁
二
十
一
信
終
心
作
仏
存
果
之

義
一
但
図
位
満
者
勝
進
即
没
ニ
於
呆
海
中
一
也
。
為
ニ
是
証
境
界
一
故
、
不
可
説
耳
。

是
如
ニ
竜
女
及
並
日
荘
議
童
子
・
善
財
童
子
・
兜
率
天
子
等
一
〈
文
〉
。
於
二
十
信
終

心
一
匙
エ
第
三
生
果
一
云
ニ
現
身
成
仏
一
之
旨
分
照
明
也
。
位
於
下
或
云
ニ
離
垢
定
龍
J

或
云
三
果
置
ニ
・
当
来
一
等
難
上
者
、
約
二
国
門
一
辺
」
如
ν
此
説
ν
之
色
。
(
『
大
日
本
仏

教
全
書
』
二
ニ
、
四
六

O
頁
上
・
下
)

③
『
五
教
章
麓
抄
』
(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
三
、
五
七
茜
夏
上
)

③
『
五
教
章
聴
抄
』
(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
三
、
五
七
回
頁
下
)

@
〈
三
生
成
仏
〉
に
関
す
る
謹
容
の
立
場
を
示
し
た
資
料
に
は
①
『
五
教
章
纂

釈
』
「
二
約
報
明
位
但
有
三
生
事
」
お
よ
ぴ
②
弟
子
霊
波
に
よ
る
湛
審
の
講
義
鎮

『
五
教
章
見
開
鈴
』
が
現
存
す
る
。
こ
こ
で
は
、
よ
り
湛
審
の
見
解
が
明
確
な

『
見
開
鈴
』
論
義
第
四
五
を
用
い
た
い
。

命
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
三
、
二
三
八
頁
中
・
下

(『大
B
本
仏
教
全
書
』

一
一一一、

四
二

O

六
五



③
『
大
正
新
諺
大
蔵
経
』
七
三
、
二
三
八
頁
中
)

命
こ
う
し
た
分
設
身
に
よ
る
証
入
と
い
う
見
解
は
、
天
台
密
教
系
統
の
郎
身
成

仏
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
も
、
「
一
生
成
仏
と
い
う
場
合
に
生
身
を
捨
て
る
こ

と
な
く
仏
身
を
成
じ
得
る
の
か
否
か
」
と
い
う
点
か
ら
、
「
生
身
の
捨
・
不
捨
」

と
し
て
類
棋
の
爵
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
(
大
久
保
良
唆
「
円
仁
の
即
身
成

仏
論
特
に
生
身
の
捨
・
不
捨
に
つ
い
て
」
(
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
法
蔵

観
、
一
九
九
八
)
。
ま
た
真
言
密
教
に
お
い
て
華
最
の
三
生
成
仏
説
が
「
隔
生

説
」
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
中
性
読
頼
識
が
華
畿
に
即
身
成
仏
あ
り
と
す

る
「
有
疑
」
を
、
三
生
成
仏
を
隔
生
説
と
見
る
こ
と
で
破
斥
し
て
い
る
こ
と
よ

り
明
ら
か
で
あ
る
が
(
『
即
身
成
仏
義
顕
得
鈴
』
巻
土
、
『
真
言
宗
全
書
』
十
三
、

十
三
夏
下
i
十
四
夏
上
)
、
地
宗
よ
り
即
身
成
仏
説
と
も
見
な
さ
れ
得
る
震
関
を

来
っ
て
い
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。
実
際
に
、
聖
憲
が
示
し
た
見
需
生
一
生
成

仏
説
は
事
実
上
「
即
身
成
仏
」
と
も
い
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
点
は
注
意
さ

れ
よ
う
。


